
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでは、病院で診察を受けた後に、医師に処方箋を出してもらって、それを薬

局に持っていくと、薬を購入できるという仕組みでした。これが、電子化されます。 

どういう事かと言いますと、病院と薬局がオンラインで結ばれます。そうすると、処

方の内容が全て画面に表示されるようになります。つまり、紙の処方箋がなくても、

薬を購入できるようになります。全国共通の仕組みですので、必要なシステムを導

入した所であれば、どこでも電子処方箋を利用することができます。一方で、薬の

内容を紙で確認できなくなるのかと、不安になる人がいるかもしれません。 

電子処方箋を利用しても、病院ではこのような「控え」の紙が渡されます。そこに処

方の内容が詳しく書いてあります。また、希望すれば、電子処方箋でなく、紙の処

方箋を選ぶこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子
で ん し

処方箋
し ょ ほ う せ ん

 受け付けています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の電子化で、薬の処方データがすべて記録されるということで、医師や薬剤

師は、患者の同意があれば、システムにアクセスして、過去に処方された薬、あるい

は他の医療機関で処方されている薬のデータを、確認することができます。このデ

ータが、患者のメリットに繋がります。例えば「薬の重複を防げる」という点があり

ます。患者の中には、いろんな病気を抱えて、複数の医療機関を受診している人も

います。その場合、それぞれの病院で似たような薬が処方されるケースもあります。

今回のシステムでは、ほかの病院でどんな薬が出ているのか、画面で確認できま

すので、重複が無いかチェックできるわけです。また、「飲み合わせの悪い薬を防げ

る」というメリットもあります。薬には、併用すると体に深刻な影響を与えたり、効

果が弱まったりする組み合わせがあります。併用が禁止されている薬も少なくあり

ません。ちなみに、医師や薬剤師は、過去３年分の処方薬のデータを確認すること

が出来ます。そして、患者自身も、「マイナポータル」というオンライン窓口にアクセ

スすると、過去およそ３か月分の自分の処方データを、パソコンやスマホで確認す

ることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに電子処方箋は、「オンライン診療」にも活用できます。これまでのオンライン

診療では、病院が薬局に、処方箋を送らなければなりませんでした。電子処方箋な

ら、患者が病院から「引き換え番号」を聞き、それを薬局に伝えれば、情報が伝わり

ます。つまり郵送の手間が省けるわけです。 

 

オカダ薬局では、オンライン資格確認をすでに導入し、

電子処方箋を使用できるシステムを導入しました。そし

て、オンライン服薬指導ができるように、準備しており

ます。電子処方せんだけではなく、健康相談や漢方相

談でも、オンラインでご相談が受けれるようにしたいと

思っております。患者さんにオカダ薬局を選んでいた

だけるように、システムを構築し、便利で安心してお薬

をお渡しできるように、研鑽をしております。いつでも、

どこでも、お薬や心身の健康相談ができるように、お

客様と患者さんのお薬の専門家としてお役に立てるこ

とができるように尽力しています。 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


